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第７回清瀬市補助金等適正化検討委員会議事録（要旨） 

 

会 議 名：平成２４年度 第７回 清瀬市補助金等適正化検討委員会 

 

事 務 局：企画部財政課財政係 

 

開催場所：消費生活センター４階会議室１・２ 

日 時：平成２４年１１月１９日（月曜日） 

午後６時３０分～午後８時４０分 

 

出 席 者：委員１０名（町田委員長、松﨑副委員長、北場委員、田村委員、 

           小川委員、乙黒委員、香西委員、迫田委員、清水委員、 

城山委員） 

事務局４名（企画部長、財政課長、財政課副参事、財政課主査） 

欠 席 者：０名 

傍聴者数：０名 

 

会議次第 

１．開会 

２．第６回議事録（要旨）の確認 

３．議題 

 （１）補助金適正化の検討について 

 （２）答申（案）について 

 （３）その他 

４．閉会 
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審議経過 

１．開会 

  委員長より開会の挨拶 

 

２．第６回議事録（要旨）の確認 

  一部修正・追加事項があったため、次回検討委員会にて確認。 

   

３．議題 

（１）答申（案）について 

委員長より今後のスケジュールを説明後、事務局より概要を説明。 

主に「評価基準」及び「補助金のあり方・考え方」について意見交換し、

修正及び追加事項がある場合については、後日事務局に提出。 

 

（２）補助金適正化の検討について 

前回に引き続き資料８をもとに各補助金の検討を行い、以下のとおり評

価を行った。 

●清瀬市職員共済会補助金 

現状維持。 

 

●ミニデイサービス補助金（聖ヨゼフ老人ホーム） 

食事のみのサービスで実績が少ないことから廃止。 

 

●市政調査研究費補助金 

現状維持。ただし、増額を含めて議論をし、議会のあり方を市民の人に

もっと考えてもらう機会を作るべきである。 

 

●ピース・エンジェルズ実行委員会補助金 

現状維持。広島のみでなく、長崎への訪問も検討すべき。 

 

●認可外保育所運営費助成 

現状維持。国の幼保一体化を含む新しい子育てシステムの動向を見なが

ら改善を検討していくべき。 

 

●アドプトシステム助成金 

現状維持。 
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●ひまわり推進助成金 

現状維持。ただし、コミュニティ形成を意識して事業の実施をすべき。 

 

●にんじん焼酎販売振興補助金 

現状維持。 

 

●小口事業資金利子補給 

現状維持。ただし、運用方法について改善すべき。 

 

●保証協会保証料補助金 

現状維持。ただし、運用方法について改善すべき。 

 

●消費者団体連絡会補助金 

現状維持。 

 

●街路灯電気料金等補助金 

現状維持。ただし、計画的にＬＥＤ化を図ることが望ましい。 

 

●地球温暖化防止対策設備設置補助金 

現状維持。ただし、電気料金買い上げ制度との２重補助とならないよう

注意すること。 

 

●保存樹木助成 

現状維持。 

 

●緑地環境保全区域助成 

現状維持。 

 

●修学旅行補助金（小学校費） 

●修学旅行補助金（中学校費） 

●移動教室補助金（小学校費） 

●移動教室補助金（中学校費） 

現状維持。 
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●総合学習推進事業等補助金 

現状維持。ただし、プレゼンテーションを実施して補助金を決定するの

ではなく、定額補助としたうえで報告をプレゼンテーションする形にし

てはどうか。また、現行制度では教員の負担を増加させるだけでないか。 

 

●学校教育研究助成 

現状維持。 

 

●課外部活動補助金（中学校） 

現状維持。ただし、補助金額の範囲内で執行計画を立てるのではなく、

必要な金額を補助すべき。 

 

●文化協会補助金 

現状維持。 

 

●石田波郷俳句大会助成 

現状維持。 

 

●都民体育大会参加補助金 

現状維持。 

 

●東京都市町村総合体育大会参加者補助金 

現状維持。 

 

●市民マラソン大会補助金 

現状維持。 

 

●スポーツマスターズ大会補助金 

現状維持。 

 

●東京国体補助金 

現状維持。 

 

●郷土芸能等補助金 

現状維持。 
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●認証保育所運営費等補助 

現状維持。国の幼保一体化を含む新しい子育てシステムの動向を見なが

ら改善を検討していくべき。 

 

●シルバー人材センター運営費補助金 

現状維持。 

 

●新・元気を出せ商店街事業補助金 

現状維持。参加する人同士の交流を推進していくべき。 

 

４．閉会 


